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《今後価格動向 要注意商品》

 食品 麻竹類 中国消費減に伴う一部工場滞留品スポット化で相場不安定。ストリップ、スライスは相場感注意。現地在庫多い。 ↓

 食品 ツナ 大きな変動はないが、為替の影響で今後値上げの可能性有。 →

 食品 味噌 お米の高騰が影響。各社値上げあり。 ↑

 食品 豆乳 牛乳が値上りしたことにより、需要高まる。健康志向で引き合いも強まる。 →

 食品 ラード 原料不足により品薄。欠品も発生。 ↑

 食品 ヤングコーン タイ産は比較的供給安定も現地工場により不安定要素も。 ↑

 食品 中国産なめこ 生産者不足により減産傾向。新規は慎重。 ↑

 食品 中国マッシュルーム 人手不足、廃業、栽培面積減少により3～5割減産。品薄感、コスト上昇により値上げあり。 ↑

 食品 アスパラガス 生産者不足により減産傾向。新規は慎重。 ↑

 食品 梅干製品（国産） 昨年不作により価格高騰。 ↑

 食品 紀州梅 昨年に続き、今年も収穫量は良くない見込み。 ↑

 食品 香辛料全般
原料高騰に伴い　各社値上げ傾向。
中長期的にみて　ブラック・ホワイトペッパーの需要と供給のバランスが崩れる。

↑

 食品 栗甘露煮 減産、為替の影響で強含み。 ↑

 食品 りんご原料品 不作による高騰。特に国産。海外輸入果汁へのシフト検討。極品薄。 ↑

 食品 パインアップル 出荷調整解除であるが価格は上昇。 ↑

 冷食 国産農産品 北海道原料品（かぼちゃ　じゃがいも　玉ねぎなど）商品供給　価格に影響あり。 ↑

 冷食 EU輸入品 中東地域での紛争次第で遅延の生じる可能性あり。 ※

 冷食 輸入品 中東地域での紛争による為替変動次第で値上げとなる可能性あり。 ※

 冷食 海老全般 米国の関税政策が不透明な為、主要産地（インドネシア・ベトナム）生産量を抑制傾向。 ↑

 冷食 輸入鶏肉 2月の出船量は37,000t台と比較的多めも、3か月平均でみるとまだ改善しない。現物不足感は否めない。 →

 冷食 輸入農産品 中国産絹さや・スナップピースが残留農薬検出の影響から輸出停止、各商社割当対応。 ×

 冷食 うなぎ（中国産） ドミニカ由来の原料が流通可能となり、ジャポニカ種・ロストラータ種ともに今期の夏は昨季より安値。 ↓

 冷食 パンガシウス ベトナムにて原料が不足しており価格強含みで推移。 ↑

NF パルプ商品 パルプ原料についてはまだ高騰中で、今後海外情勢によっては更に高騰の可能性もあり。 ↑

NF 輸入原料使用商品 輸入原料を使用している製品に関して、今後の海外情勢が長引くことで影響の可能性あり。 →
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